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域で見 ることができる。筆者の研究フィール ドであるセルフヘルプ ・グループ/NPO法 人(特
定非営利活動法人)と いう形態をとった当事者運動においても、個人や集団がかかえる困難を表
現する場合、当事者による体験の語りなどの表現が重視 される(中 田,2000)。 こうした当事者
運動は、日本においては、1970年 代の青い芝運動や80年 代以降の自立生活運動へとさかのぼるこ
とがで きる。こうした運動の意義は、今まで福祉サービスの受益者であった当事者自身が、自分
のニーズに基づき、自己決定を行 うことを主張 したセルフア ドヴォカシーにある。現在 も当事者
運動の活動はセルフア ドヴォカシーを中心に行われているが、1)差 別禁止法制定を求める運動、
2)自 立生活セ ンターを中心とした介護制度の提案を行うこと、3)海 外における当事者運動の
紹介、という戦略を採 っている。(杉野,1999)。 社会福祉行政においては、当事者サイ ドから行







1当 事 者 の定義
法律学では、当事者という用語は、当事者主義と関係 して語 られ る。 当事者主義 とは、当事者







益者という用語 は、受動的な意味を持っため、当事者 という用語へと移行がはかられた。 この移
行は、 日本 においては障害者 自身が生活の自律性を獲得するための運動である70年代の青い芝運










を獲得 しようとする 「障害」者の領域までを指すに至 っているのである。なお、 ここで 「障害」
者とは、いわゆる社会福祉行政において規定するところの障害者(身 体障害者 ・知的障害者 ・精
神障害者)と 、それ以外の者をも含める。筆者は、 ここで1990年 成立の 「障害を持っアメリカ人
法」(AmericanswithDisabilitiesAct:ADA)における障害者規定 おける見なし規定を念









II当 事 者 の排他 性
障害者福祉における当事者が自分たちの自律性を獲得するたあに活動するという点 は、サービ
ス提供側(支 配者)の 一方的支配への対抗運動という点で、マイノリティのさまざまな運動 と近
似 しているとおもわれる。マイノリティは、社会的少数者を意味するが、当事者 も意見を行政な

























も有 している。 さまざまな状態の当事者があつまってできたセルフヘルプ ・グループは、非専門
職によって構成 されているため、組織的基盤が既成の組織 と比較 して脆弱なことが多 く、専門職
の介入によって機能不全になることも多い。さらに、専門職の主導によって設立されるセルフヘ
ルプ ・グループも多 く、 この場合、当事者の利益のためよりも専門職の利益(例 えば、比較的希






みれば明らかである。 またここか ら、当事者 という特徴には、係争的ニュアンスも含 まれること
一95一
になる。











松本(2000)は 、調査者 としての特徴(当 事者であること)を 明示 して、分析上生 じるバイア
スと利点 にっいて整理 した。 これは、当事者 という特徴 自体を記述 して行う上で必要最低限の分
析であった。その後、当事者 という属性の表す意味を整理する必要があると感 じた。 これは、法



















とは、心理学や社会福祉学などの学問に新 しい問題意識を提起す る働 きもあると思われる。
























考えた。 しか し、当事者による当事者研究は、障害者問題に限定 したものではない。人類学にお
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